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(57)【要約】
　本発明の実施形態は、リモート無線ユニットRRUを決
定するための方法およびデバイスに関する。方法は、ベ
ースバンドユニットBBUが端末の干渉強度情報を取得し
、干渉強度情報が端末のダウンリンクモードを含むこと
を含む。方法は、復調がダウンリンクモードにおいて専
用参照信号DRSを使用して行われている場合には、BBUは
、第2のRRUを使用してリソースのスケジューリングを端
末に対して行う、ここで、第2のRRUは、端末にサービン
グしている複数の第1のRRUからBBUによって選択される
、または、復調がダウンリンクモードにおいてDRSを使
用せずに行われている場合には、BBUは、第3のRRUを使
用してリソースのスケジューリングを端末に対して行う
、ここで、第3のRRUは、端末のアップリンク信号強度値
、端末のダウンリンク品質値、または端末のアップリン
ク品質値のうちのいずれか1つに従ってBBUによって決定
されることをさらに含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　リモート無線ユニットRRUを決定するための方法であって、前記方法は、
　ベースバンドユニットBBUによって、端末の干渉強度情報を取得するステップであって
、前記干渉強度情報は前記端末のダウンリンクモードを含む、ステップを含み、
　前記方法は、
　復調が前記ダウンリンクモードにおいて専用参照信号DRSを使用して行われている場合
には、前記BBUによって、第2のRRUを使用してリソースのスケジューリングを前記端末に
対して行うステップであって、前記第2のRRUは、前記端末にサービングしている複数の第
1のRRUから前記BBUによって選択される、ステップ、または、復調が前記ダウンリンクモ
ードにおいて前記DRSを使用せずに行われている場合には、前記BBUによって、第3のRRUを
使用してリソースのスケジューリングを前記端末に対して行うステップであって、前記第
3のRRUは、前記端末のアップリンク信号強度値、前記端末のダウンリンク品質値、または
前記端末のアップリンク品質値のうちのいずれか1つに従って前記BBUによって決定される
、ステップをさらに含む、方法。
【請求項２】
　前記複数の第1のRRUは前記第2のRRUと他のRRUとを含み、前記第2のRRUの信号強度値は
前記他のRRUの信号強度値より大きい、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記アップリンク信号強度値が第1の閾値未満である、または、前記ダウンリンク品質
値が第2の閾値未満である、または、前記アップリンク品質値が第3の閾値未満である場合
には、前記第3のRRUは、前記BBUによって制御されるすべてのRRUを含む、請求項1に記載
の方法。
【請求項４】
　前記アップリンク信号強度値が第1の閾値以上である、または、前記ダウンリンク品質
値が第2の閾値以上である、または、前記アップリンク品質値が第3の閾値以上である場合
には、前記第3のRRUは、前記端末にサービングしている前記複数の第1のRRUを含む、請求
項1に記載の方法。
【請求項５】
　前記方法は、
　前記BBUによって、前記アップリンク信号強度値が前記第1の閾値未満であるかどうかを
決定するステップ、または、
　前記BBUによって、前記ダウンリンク品質値が前記第2の閾値未満であるかどうかを決定
するステップ、または、
　前記BBUによって、前記アップリンク品質値が前記第3の閾値未満であるかどうかを決定
するステップをさらに含む、請求項3または4に記載の方法。
【請求項６】
　前記方法は、
　前記BBUによって、前記端末のロケーション情報を取得して、前記端末の前記ロケーシ
ョン情報および前記干渉強度情報に従って、前記端末にサービングしている前記複数の第
1のRRUを決定するステップをさらに含む、請求項1から5のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　第1のユニットと第2のユニットとを備える、リモート無線ユニットRRUを決定するため
のデバイスであって、
　前記第1のユニットは、端末の干渉強度情報を取得するように構成され、前記干渉強度
情報は、前記端末のダウンリンクモードを含み、
　前記第2のユニットは、復調が前記ダウンリンクモードにおいて専用参照信号DRSを使用
して行われている場合には、第2のRRUを使用してリソースのスケジューリングを前記端末
に対して行うように構成され、前記第2のRRUは、前記端末にサービングしている複数の第
1のRRUから選択される、または、
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　前記第2のユニットは、復調が前記ダウンリンクモードにおいて前記DRSを使用せずに行
われている場合には、第3のRRUを使用してリソースのスケジューリングを前記端末に対し
て行うように構成され、前記第3のRRUは、前記端末のアップリンク信号強度値、前記端末
のダウンリンク品質値、または前記端末のアップリンク品質値のうちのいずれか1つに従
って決定される、デバイス。
【請求項８】
　前記複数の第1のRRUは前記第2のRRUと他のRRUとを含み、前記第2のRRUの信号強度値は
前記他のRRUの信号強度値より大きい、請求項7に記載のデバイス。
【請求項９】
　前記第2のユニットは、前記複数の第1のRRUのうちのそれぞれの第1のRRUの信号強度値
を決定し、前記第1のRRUの前記信号強度値内の最大値を決定し、前記最大値に相当する第
1のRRUを前記第2のRRUとして決定するようにさらに構成される、請求項8に記載のデバイ
ス。
【請求項１０】
　前記アップリンク信号強度値が第1の閾値未満である、または、前記ダウンリンク品質
値が第2の閾値未満である、または、前記アップリンク品質値が第3の閾値未満である場合
には、前記第3のRRUは、前記デバイスによって制御されるすべてのRRUを含む、請求項7に
記載のデバイス。
【請求項１１】
　前記アップリンク信号強度値が第1の閾値以上である、または、前記ダウンリンク品質
値が第2の閾値以上である、または、前記アップリンク品質値が第3の閾値以上である場合
には、前記第3のRRUは、前記端末にサービングしている前記複数の第1のRRUを含む、請求
項10に記載のデバイス。
【請求項１２】
　前記第2のユニットは、
　前記アップリンク信号強度値が前記第1の閾値未満であるかどうかを決定する、または
、
　前記ダウンリンク品質値が前記第2の閾値未満であるかどうかを決定する、または、
　前記アップリンク品質値が前記第3の閾値未満であるかどうかを決定するようにさらに
構成される、請求項10または11に記載のデバイス。
【請求項１３】
　前記第1のユニットは、前記端末のロケーション情報を取得するようにさらに構成され
、
　前記第2のユニットは、前記端末の前記ロケーション情報および前記干渉強度情報に従
って、前記端末にサービングしている前記複数の第1のRRUを決定するようにさらに構成さ
れる、請求項7から12のいずれか一項に記載のデバイス。
【請求項１４】
　前記デバイスは、ベースバンドユニットBBUである、請求項7から13のいずれか一項に記
載のデバイス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、その全体が参照により本明細書に組み込まれている、2014年6月30日に中国
特許庁に出願され「METHOD AND DEVICE FOR DETERMINING REMOTE RADIO UNIT」と題する
、中国特許出願第201410306364.2号に対する優先権を主張する。
【０００２】
　本発明は、通信分野に関し、詳細には、リモート無線ユニットRRUを決定するための方
法およびデバイスに関する。
【背景技術】
【０００３】
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　現在、単一周波数ネットワーキング動作方式がロング・ターム・エボリューション(Lon
g Term Evaluation、略して、LTE)システムにおいて広く使用されているため、セル間の
干渉が極めて深刻となっている。特に、基地局密度の高いネットワークにおいては、干渉
がとりわけはっきり見てとれる。
【０００４】
　マルチリモート無線ユニット(Remote Radio Unit、略して、RRU)セル技術が高密度な基
地局配置における干渉を低減するとともに合成ゲインを取得するために使用され得る。マ
ルチRRUセル技術は、特に、複数のRRUを1つのセルに合成してすべての端末に対してジョ
イント伝送を行う技術である。
【０００５】
　従来技術では、基地局は、マルチRRUセル技術を使用してリソースのスケジューリング
を端末に対して行う。具体的な処理を図1に示す。基地局は、複数の独立したRRU(RRU1、R
RU2、およびRRU3など)を1つの論理セルに合成し、セルにおいては、複数の独立したRRUの
物理セル識別子(Physical Cell ID)は同一となる。基地局は、同一の時間-周波数リソー
スに対してセル内の複数のRRUをスケジューリングして端末に対して同一のデータを同時
に送信する、その結果、始めは互いに干渉していた複数のセル内の信号が重ねあわされる
ことによって強化されたマルチパス信号に変更される、このことが、セルエッジの電力対
干渉および雑音電力比(Signal-to-Interference plus Noise Ratio、略して、SINR)を改
善し、隣接セルの数量を低減し、セル間の同一チャネル干渉を明らかに低減している。こ
のようにして、ユーザのセルエッジのサービスエクスペリエンスを改善している。
【０００６】
　しかしながら、従来技術において使用されるマルチRRUジョイント伝送方式の問題、す
なわち、前記技術においては、基地局がリソースのスケジューリングをすべての端末に対
して行う場合にマルチRRUジョイント伝送方式が使用されるという問題にさらされている
。しかしながら、リソースはすべてのRRU間で再利用されないため、複数のユーザのサー
ビス量が十分にある場合にはシステムのスループットロスが深刻になる。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の実施形態は、複数のユーザのサービス量が十分にある場合にはシステムのスル
ープットロスが深刻になるという、従来技術において使用されるマルチRRUジョイント伝
送方式に起因する、問題を解決するために、リモート無線ユニットRRUを決定するための
方法およびデバイスを開示している。
【０００８】
　第1の態様に従って、本発明の実施形態は、リモート無線ユニットRRUを決定するための
方法を提供しており、方法は、
　ベースバンドユニットBBUによって、端末の干渉強度情報を取得するステップであって
、干渉強度情報は端末のダウンリンクモードを含む、ステップを含み、
　方法は、
　復調がダウンリンクモードにおいて専用参照信号DRSを使用して行われている場合には
、BBUによって、第2のRRUを使用してリソースのスケジューリングを端末に対して行うス
テップであって、第2のRRUは、端末にサービングしている複数の第1のRRUからBBUによっ
て選択される、ステップ、または、復調がダウンリンクモードにおいてDRSを使用せずに
行われている場合には、BBUによって、第3のRRUを使用してリソースのスケジューリング
を端末に対して行うステップであって、第3のRRUは、端末のアップリンク信号強度値、端
末のダウンリンク品質値、または端末のアップリンク品質値のうちのいずれか1つに従っ
てBBUによって決定される、ステップをさらに含む。
【０００９】
　第1の可能な実施様態においては、複数の第1のRRUは第2のRRUと他のRRUとを含み、第2
のRRUの信号強度値は他のRRUの信号強度値より大きい。
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【００１０】
　第2の可能な実施様態においては、アップリンク信号強度値が第1の閾値未満である、ま
たは、ダウンリンク品質値が第2の閾値未満である、または、アップリンク品質値が第3の
閾値未満である場合には、第3のRRUは、BBUによって制御されるすべてのRRUを含む。
【００１１】
　第3の可能な実施様態においては、アップリンク信号強度値が第1の閾値以上である、ま
たは、ダウンリンク品質値が第2の閾値以上である、または、アップリンク品質値が第3の
閾値以上である場合には、第3のRRUは、端末にサービングしている複数の第1のRRUを含む
。
【００１２】
　第1の態様の第2または第3の可能な実施様態に準拠している、第4の可能な実施様態にお
いては、方法は、
　BBUによって、アップリンク信号強度値が第1の閾値未満であるかどうかを決定するステ
ップ、または、
　BBUによって、ダウンリンク品質値が第2の閾値未満であるかどうかを決定するステップ
、または、
　BBUによって、アップリンク品質値が第3の閾値未満であるかどうかを決定するステップ
をさらに含む。
【００１３】
　第1の態様または第1の態様の第1、第2、第3、もしくは第4の可能な実施様態のいずれか
1つに準拠している、第5の可能な実施様態においては、方法は、
　BBUによって、端末のロケーション情報を取得して、端末のロケーション情報および干
渉強度情報に従って、端末にサービングしている複数の第1のRRUを決定するステップをさ
らに含む。
【００１４】
　第2の態様に従って、本発明の実施形態は、第1のユニットと第2のユニットとを備える
、リモート無線ユニットを決定するためのデバイスを提供しており、
　第1のユニットは、端末の干渉強度情報を取得するように構成され、干渉強度情報は、
端末のダウンリンクモードを含み、
　第2のユニットは、復調がダウンリンクモードにおいて専用参照信号DRSを使用して行わ
れている場合には、第2のRRUを使用してリソースのスケジューリングを端末に対して行う
ように構成され、第2のRRUは、端末にサービングしている複数の第1のRRUから選択される
、または、
　第2のユニットは、復調がダウンリンクモードにおいてDRSを使用せずに行われている場
合には、第3のRRUを使用してリソースのスケジューリングを端末に対して行うように構成
され、第3のRRUは、端末のアップリンク信号強度値、端末のダウンリンク品質値、または
端末のアップリンク品質値のうちのいずれか1つに従って決定される。
【００１５】
　第1の可能な実施様態においては、複数の第1のRRUは第2のRRUと他のRRUとを含み、第2
のRRUの信号強度値は他のRRUの信号強度値より大きい。
【００１６】
　第2の態様の第1の可能な実施様態に準拠している、第2の可能な実施様態においては、
第2のユニットは、複数の第1のRRUのうちのそれぞれの第1のRRUの信号強度値を決定し、
第1のRRUの信号強度値内の最大値を決定し、最大値に相当する第1のRRUを第2のRRUとして
決定するようにさらに構成される。
【００１７】
　第3の可能な実施様態においては、アップリンク信号強度値が第1の閾値未満である、ま
たは、ダウンリンク品質値が第2の閾値未満である、または、アップリンク品質値が第3の
閾値未満である場合には、第3のRRUは、デバイスによって制御されるすべてのRRUを含む
。



(6) JP 2017-521005 A 2017.7.27

10

20

30

40

50

【００１８】
　第2の態様の第3の可能な実施様態に準拠している、第4の可能な実施様態においては、
アップリンク信号強度値が第1の閾値以上である、または、ダウンリンク品質値が第2の閾
値以上である、または、アップリンク品質値が第3の閾値以上である場合には、第3のRRU
は、端末にサービングしている複数の第1のRRUを含む。
【００１９】
　第2の態様の第3または第4の可能な実施様態に準拠している、第5の可能な実施様態にお
いては、第2のユニットは、
　アップリンク信号強度値が第1の閾値未満であるかどうかを決定する、または、
　ダウンリンク品質値が第2の閾値未満であるかどうかを決定する、または、
　アップリンク品質値が第3の閾値未満であるかどうかを決定するようにさらに構成され
る。
【００２０】
　第2の態様または第2の態様の第1、第2、第3、第4、もしくは第5の可能な実施様態のい
ずれか1つに準拠している、第6の可能な実施様態においては、第1のユニットは、端末の
ロケーション情報を取得するようにさらに構成され、
　第2のユニットは、端末のロケーション情報および干渉強度情報に従って、端末にサー
ビングしている複数の第1のRRUを決定するようにさらに構成される。
【００２１】
　第2の態様または第2の態様の第1、第2、第3、第4、第5、もしくは第6の可能な実施様態
のいずれか1つに準拠している、第7の可能な実施様態においては、デバイスは、ベースバ
ンドユニットBBUまたは基地局である。
【００２２】
　したがって、本発明の実施形態において提供したリモート無線ユニットRRUを決定する
ための方法およびデバイスを適用することによって、BBUは端末の干渉強度情報を取得し
ている。復調が、専用参照信号DRSを使用して、干渉強度情報に含まれる端末のダウンリ
ンクモードにおいて行われている場合には、BBUは、第2のRRUを使用してリソースのスケ
ジューリングを端末に対して行う、ここで、第2のRRUは、端末にサービングしている複数
の第1のRRUからBBUによって選択される、または、復調がダウンリンクモードにおいてDRS
を使用せずに行われている場合には、BBUは、第3のRRUを使用してリソースのスケジュー
リングを端末に対して行う、ここで、第3のRRUは、端末のアップリンク信号強度値、ダウ
ンリンク品質値、またはアップリンク品質値のうちのいずれか1つに従ってBBUによって決
定される。複数のユーザのサービス量が十分にある場合にはシステムのスループットロス
が深刻になるという、従来技術において使用されるマルチRRUジョイント伝送方式に起因
する、問題が解決される。本発明の実施形態においては、各端末のダウンリンクモードに
従った決定を行った後に、BBUが端末に対するサービングRRUを決定しているため、より高
いユーザパフォーマンス信頼性およびシステム効率を得られ得るし、リソース利用および
システムスループットも改善される。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】従来技術におけるマルチRRUセル技術を使用してリソースのスケジューリングを
端末に対して行う概略図である。
【図２】本発明の実施形態1による、リモート無線ユニットRRUを決定するための方法のフ
ローチャートである。
【図３】本発明の実施形態2による、リモート無線ユニットRRUを決定するための方法のフ
ローチャートである。
【図４】本発明の実施形態3による、リモート無線ユニットRRUを決定するためのデバイス
の概略構造図である。
【図５】本発明の実施形態4による、リモート無線ユニットRRUを決定するためのデバイス
のハードウェアの概略構造図である。
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【発明を実施するための形態】
【００２４】
　本発明の実施形態の目的、技術的解決手法、および利点をより明確にするために、本発
明の実施形態における添付の図面を参照して本発明の実施形態における技術的解決手法を
以下に明確に説明する。説明した実施形態が本発明の実施形態のすべてではなく一部であ
ることは明らかであろう。創造的努力なしに本発明の実施形態に基づいて当業者によって
取得される他の実施形態のすべてが本発明の保護範囲に含まれるものとする。
【００２５】
　本発明の実施形態をよりよく理解するために、以下では、本発明の実施形態に対する限
定ではない具体的な実施形態を使用して、添付の図面を参照してさらなる説明を提供して
いる。
【００２６】
実施形態1
　以下では、本発明の実施形態1において提供したリモート無線ユニットRRUを決定するた
めの方法を、例として図2を使用して詳細に、説明している。図2は、本発明の実施形態1
による、リモート無線ユニットRRUを決定するための方法のフローチャートである。実際
のネットワーク処理においては、基地局は、BBUとBBUに接続されている複数のRRUとを備
える。本発明の本実施形態においては、方法は、基地局内のBBUまたは基地局によって実
行される。以下では、BBUがそのような方法を実行している例を使用して説明を提供して
いる。図2に示したように、本実施形態は、以下のステップを特に含む。
【００２７】
　ステップ210: ベースバンドユニットBBUが端末の干渉強度情報を取得する、ここで、干
渉強度情報は端末のダウンリンクモードを含む。
【００２８】
　特に、BBUは、端末の干渉強度情報を取得する。特に、干渉強度情報は、端末によって
測定することによって取得され、その後、BBUに送信される、または、特に、干渉強度情
報は、BBUによって測定することによって取得される。
【００２９】
　端末のダウンリンクモードは、伝送モード(Transmission Mode、略して、TM)TM7、TM8
、TM9、TM10などである。
【００３０】
　ステップ220: 復調がダウンリンクモードにおいて専用参照信号DRSを使用して行われて
いるかどうかに従って第2のRRUまたは第3のRRUを決定して、第2のRRUまたは第3のRRUを使
用してリソースのスケジューリングを端末に対して行う。例えば、復調がダウンリンクモ
ードにおいて専用参照信号DRSを使用して行われている場合には、BBUは、第2のRRUを使用
してリソースのスケジューリングを端末に対して行う、ここで、第2のRRUは、端末にサー
ビングしている複数の第1のRRUからBBUによって選択される、または、復調がダウンリン
クモードにおいてDRSを使用せずに行われている場合には、BBUは、第3のRRUを使用してリ
ソースのスケジューリングを端末に対して行う、ここで、第3のRRUは、端末のアップリン
ク信号強度値、端末のダウンリンク品質値、または端末のアップリンク品質値のうちのい
ずれか1つに従ってBBUによって決定される。
【００３１】
　特に、BBUがダウンリンクモードを取得した後に、BBUは、復調がダウンリンクモードに
おいて専用参照信号(Dedicated Reference Signal、略して、DRS)を使用して行われてい
るかどうかを決定する。復調がダウンリンクモードにおいてDRSを使用して行われている
場合には、BBUは、第2のRRUを使用してリソースのスケジューリングを端末に対して行う
、ここで、第2のRRUは、端末にサービングしている複数の第1のRRUからBBUによって選択
される。あるいは、復調がダウンリンクモードにおいてDRSを使用せずに行われている場
合には、BBUは、第3のRRUを使用してリソースのスケジューリングを端末に対して行う、
ここで、第3のRRUは、端末のアップリンク信号強度値、端末のダウンリンク品質値、また
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は端末のアップリンク品質値のうちのいずれか1つに従ってBBUによって決定される。
【００３２】
　アップリンク信号強度値、ダウンリンク品質値、およびアップリンク品質値は、干渉強
度情報において搬送されてもよい。
【００３３】
　限定ではなく一例として、アップリンク信号強度値は、アップリンク復調参照信号(Dem
odulation Reference Signal、略して、DMRS)、参照信号受信電力(Reference Signal Rec
eived Power、略して、RSRP)、アップリンクサウンディング参照信号(Sounding Referenc
e Signal、略して、SRS) RSRPなどを含む。ダウンリンク品質値は、フルバンドチャネル
品質インジケータ(Channel Quality Indicator、略して、CQI)を最初に報告されたフルジ
ョイントもしくはフルバンドCQIのフィルタリング値またはサブバンドCQIを最初に報告さ
れたフルジョイントもしくはサブバンドCQIのフィルタリング値、ユーザによって調整さ
れたCQIおよび調整後のCQIのフィルタリング値、ユーザによって調整されたスペクトル効
率などを含む。アップリンク品質値は、アップリンクDMRS SINRとアップリンクSRS SINR
とを含む。
【００３４】
　必要に応じて、本発明の本実施形態においては、複数の第1のRRUは第2のRRUと他のRRU
とを含み、第2のRRUの信号強度値は他のRRUの信号強度値より大きい。すなわち、復調が
ダウンリンクモードにおいてDRSを使用して行われている場合には、BBUは、端末にサービ
ングしている第2のRRUとして、複数の第1のRRUの信号強度値に従って複数の第1のRRUから
、(そのRRUの信号強度値が最適である)1つのRRUを選択する。
【００３５】
　必要に応じて、復調がダウンリンクモードにおいてDRSを使用せずに行われている場合
には、BBUは、アップリンク信号強度値が第1の閾値未満であるかどうかを決定する、また
は、BBUは、ダウンリンク品質値が第2の閾値未満であるかどうかを決定する、または、BB
Uは、アップリンク品質値が第3の閾値未満であるかどうかを決定する。
【００３６】
　特に第1の閾値はプリセットされた強度閾値であり、特に第2の閾値はプリセットされた
第1の品質閾値であり、特に第3の閾値はプリセットされた第2の品質閾値である。
【００３７】
　必要に応じて、アップリンク信号強度値が強度閾値未満である、または、ダウンリンク
品質値が第1の品質閾値未満である、または、アップリンク品質値が第2の品質閾値未満で
ある場合には、第3のRRUは、BBUによって制御されるすべてのRRUを含む、すなわち、BBU
は、BBUによって制御されるすべてのRRUを決定し、BBUは、すべてのRRUを使用してリソー
スのスケジューリングを端末に対して行う。
【００３８】
　必要に応じて、アップリンク信号強度値が強度閾値以上である、または、ダウンリンク
品質値が第1の品質閾値以上である、または、アップリンク品質値が第2の品質閾値以上で
ある場合には、第3のRRUは、端末にサービングしている複数の第1のRRUを含む、すなわち
、BBUは、複数の第1のRRUを使用してリソースのスケジューリングを端末に対して行う。
【００３９】
　必要に応じて、本発明の本実施形態におけるステップ210においては、BBUは、端末のロ
ケーション情報をさらに取得し、BBUは、取得したロケーション情報および取得した干渉
強度情報に従って、端末にサービングしている複数の第1のRRUを決定する。
【００４０】
　本発明の本実施形態においては、端末にサービングしている複数の第1のRRUは、データ
および信号を端末に送信するまたは端末によって送信されたデータおよび信号を受信する
RRUを特に指していることは理解できよう。
【００４１】
　必要に応じて、本発明の本実施形態においては、復調がダウンリンクモードにおいてDR
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Sを使用せずに行われている場合には、BBUは、第3のRRUを使用してリソースのスケジュー
リングを端末に対して行い、加えて、BBUは、複数の第1のRRUを使用してリソースのスケ
ジューリングを端末に対してさらに行い得る。前述の実施形態においては、端末の干渉強
度情報を取得した後に、BBUは、端末のダウンリンクモードをまず決定していることに留
意されたい。復調がダウンリンクモードにおいてDRSを使用して行われている場合には、B
BUは、端末にサービングしている複数の第1のRRUから選択された1つの第2のRRUを使用し
てリソースのスケジューリングを端末に対して行う、または、復調がダウンリンクモード
においてDRSを使用せずに行われている場合には、BBUは、端末にサービングしている複数
の第1のRRUを使用してリソースのスケジューリングを端末に対して行う。
【００４２】
　あるいは、復調がダウンリンクモードにおいてDRSを使用せずに行われており、アップ
リンク信号強度値、ダウンリンク品質値、またはアップリンク品質値のうちのいずれか1
つが対応する閾値未満である場合には、BBUは、制御されたRRUのすべてを使用してリソー
スのスケジューリングを端末に対して行う。
【００４３】
　あるいは、復調がダウンリンクモードにおいてDRSを使用せずに行われており、アップ
リンク信号強度値、ダウンリンク品質値、またはアップリンク品質値のうちのいずれか1
つが対応する閾値以上である場合には、BBUは、端末にサービングしている複数の第1のRR
Uを使用してリソースのスケジューリングを端末に対して行う。
【００４４】
　実際の適用においては、端末の干渉強度情報を取得した後に、BBUは、干渉強度情報に
含まれている、端末のアップリンク信号強度値、ダウンリンク品質値、またはアップリン
ク品質値のうちのいずれか1つをまず決定する。アップリンク信号強度値、ダウンリンク
品質値、またはアップリンク品質値のうちのいずれか1つが対応する閾値未満である場合
には、BBUは、制御されたRRUのすべてを使用してリソースのスケジューリングを端末に対
して行う、または、アップリンク信号強度値、ダウンリンク品質値、またはアップリンク
品質値のうちのいずれか1つが対応する閾値以上である場合には、BBUは、端末にサービン
グしている複数の第1のRRUを使用してリソースのスケジューリングを端末に対して行う。
【００４５】
　あるいは、アップリンク信号強度値、ダウンリンク品質値、またはアップリンク品質値
のうちのいずれか1つが対応する閾値以上であり、復調がダウンリンクモードにおいてDRS
を使用して行われている場合には、BBUは、端末にサービングしている複数の第1のRRUか
ら選択された1つの第2のRRUを使用してリソースのスケジューリングを端末に対して行う
。
【００４６】
　あるいは、アップリンク信号強度値、ダウンリンク品質値、またはアップリンク品質値
のうちのいずれか1つが対応する閾値以上であり、復調がダウンリンクモードにおいてDRS
を使用せずに行われている場合には、BBUは、端末にサービングしている複数の第1のRRU
を使用してリソースのスケジューリングを端末に対して行う。
【００４７】
　本発明の本実施形態においては、例を使用してRRUを決定するための方法を説明してい
るが、実際の適用においてはそれらに限定されるわけではないことは理解できよう。
【００４８】
　したがって、本発明の本実施形態において提供したリモート無線ユニットRRUを決定す
るための方法を適用することによって、BBUは端末の干渉強度情報を取得している。復調
が、専用参照信号DRSを使用して、干渉強度情報に含まれる端末のダウンリンクモードに
おいて行われている場合には、BBUは、第2のRRUを使用してリソースのスケジューリング
を端末に対して行う、ここで、第2のRRUは、端末にサービングしている複数の第1のRRUか
らBBUによって選択される、または、復調がダウンリンクモードにおいてDRSを使用せずに
行われている場合には、BBUは、第3のRRUを使用してリソースのスケジューリングを端末



(10) JP 2017-521005 A 2017.7.27

10

20

30

40

50

に対して行う、ここで、第3のRRUは、端末のアップリンク信号強度値、ダウンリンク品質
値、またはアップリンク品質値のうちのいずれか1つに従ってBBUによって決定される。複
数のユーザのサービス量が十分にある場合にはシステムのスループットロスが深刻になる
という、従来技術において使用されるマルチRRUジョイント伝送方式に起因する、問題が
解決される。本発明の本実施形態においては、各端末のダウンリンクモードに従った決定
を行った後に、BBUが端末に対するサービングRRUを決定しているため、より高いユーザパ
フォーマンス信頼性およびシステム効率を得られ得るし、リソース利用およびシステムス
ループットも改善される。
【００４９】
　本発明の実施形態をよりよく理解するために、以下では、本発明の実施形態に対する限
定ではない具体的な実施形態を使用して、添付の図面を参照してさらなる説明を提供して
いる。
【００５０】
実施形態2
　本発明の実施形態をよりよく理解するために、以下では、本発明の実施形態に対する限
定ではない具体的な実施形態を使用して、添付の図面を参照してさらなる説明を提供して
いる。
【００５１】
　以下では、本発明の実施形態2において提供したリモート無線ユニットRRUを決定するた
めの方法を、例として図3を使用して詳細に、説明している。図3は、本発明の実施形態2
による、リモート無線ユニットRRUを決定するための方法のフローチャートである。実際
のネットワーク処理においては、基地局は、BBUとBBUに接続されている複数のRRUとを備
える。本発明の本実施形態においては、方法は、基地局内のBBUまたは基地局によって実
行される。以下では、BBUがそのような方法を実行している例を使用して説明を提供して
いる。図3に示したように、本実施形態は、以下のステップを特に含む。
【００５２】
　ステップ310: ベースバンドユニットBBUが端末のロケーション情報および干渉強度情報
を取得する、ここで、干渉強度情報は端末のダウンリンクモードを含む。
【００５３】
　特に、BBUは、ロケーション情報および端末の干渉強度情報を取得する。特に、ロケー
ション情報および干渉強度情報は、端末によって測定することによって取得され、その後
、BBUに送信される、または、特に、ロケーション情報および干渉強度情報は、BBUによっ
て測定されることによって取得される。
【００５４】
　端末のダウンリンクモードは、TM7、TM8、TM9、TM10などである。
【００５５】
　ステップ320: BBUが、取得したロケーション情報および取得した干渉強度情報に従って
、端末にサービングしている複数の第1のRRUを決定する。
【００５６】
　特に、BBUは、取得したロケーション情報および取得した干渉強度情報に従って、端末
にサービングしている少なくとも1つの第1のリモート無線ユニットを決定する。
【００５７】
　本発明の本実施形態においては、端末にサービングしている複数の第1のRRUは、データ
および信号を端末に送信するまたは端末によって送信されたデータおよび信号を受信する
RRUを特に指していることは理解できよう。
【００５８】
　ステップ330: BBUが、復調がダウンリンクモードにおいて専用参照信号DRSを使用して
行われているかどうかを決定する。
【００５９】
　特に、復調がダウンリンクモードにおいてDRSを使用して行われている場合には、ステ
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ップ340を行い、復調がダウンリンクモードにおいてDRSを使用せずに行われている場合に
は、ステップ350を行う。
【００６０】
　ステップ340: BBUが第2のRRUを使用してリソースのスケジューリングを端末に対して行
う、ここで、第2のRRUは端末にサービングしている複数の第1のRRUからBBUによって選択
される。
【００６１】
　特に、BBUがダウンリンクモードを取得した後に、BBUは、復調がダウンリンクモードに
おいてDRSを使用して行われているかどうかを決定する。復調がダウンリンクモードにお
いてDRSを使用して行われている場合には、BBUは、第2のRRUを使用してリソースのスケジ
ューリングを端末に対して行う、ここで、第2のRRUは、端末にサービングしている複数の
第1のRRUからBBUによって選択される。
【００６２】
　さらに、本発明の本実施形態においては、複数の第1のRRUは第2のRRUと他のRRUとを含
み、第2のRRUの信号強度値は他のRRUの信号強度値より大きい。すなわち、復調がダウン
リンクモードにおいてDRSを使用して行われている場合には、BBUは、端末にサービングし
ている第2のRRUとして、複数の第1のRRUの信号強度値に従って複数の第1のRRUから、(そ
のRRUの信号強度値が最適である)1つのRRUを選択する。
【００６３】
　ステップ350: BBUがアップリンク信号強度値が第1の閾値未満であるかどうかを決定す
る、または、BBUがダウンリンク品質値が第2の閾値未満であるかどうかを決定する、また
は、BBUがアップリンク品質値が第3の閾値未満であるかどうかを決定する。
【００６４】
　特に、アップリンク信号強度値が第1の閾値未満である、または、ダウンリンク品質値
が第2の閾値未満である、または、アップリンク品質値が第3の閾値未満である場合には、
ステップ360を行い、アップリンク信号強度値が第1の閾値以上である、または、ダウンリ
ンク品質値が第2の閾値以上である、または、アップリンク品質値が第3の閾値以上である
場合には、ステップ370を行う。
【００６５】
　本発明の本実施形態においては、アップリンク信号強度値、ダウンリンク品質値、およ
びアップリンク品質値は、干渉強度情報において搬送されてもよい。
【００６６】
　限定ではなく一例として、アップリンク信号強度値は、アップリンクDMRS RSRP、アッ
プリンクSRS RSRPなどを含む。ダウンリンク品質値は、フルバンドCQIを最初に報告され
たフルジョイントもしくはフルバンドCQIのフィルタリング値またはサブバンドCQIを最初
に報告されたフルジョイントもしくはサブバンドCQIのフィルタリング値、ユーザによっ
て調整されたCQIおよび調整後のCQIのフィルタリング値、ユーザによって調整されたスペ
クトル効率などを含む。アップリンク品質値は、アップリンクDMRS SINRとアップリンクS
RS SINRとを含む。
【００６７】
　特に第1の閾値はプリセットされた強度閾値であり、特に第2の閾値はプリセットされた
第1の品質閾値であり、特に第3の閾値はプリセットされた第2の品質閾値である。
【００６８】
　ステップ360: BBUが、BBUによって制御されるすべてのRRUを使用してリソースのスケジ
ューリングを端末に対して行う。
【００６９】
　特に、アップリンク信号強度値が強度閾値未満である、または、ダウンリンク品質値が
第1の品質閾値未満である、または、アップリンク品質値が第2の品質閾値未満である場合
には、BBUは、BBUによって制御されるすべてのRRUを決定し、すべてのRRUを使用してリソ
ースのスケジューリングを端末に対して行う。
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【００７０】
　ステップ370: BBUが、複数の第1のRRUを使用してリソースのスケジューリングを端末に
対して行う。
【００７１】
　特に、アップリンク信号強度値が強度閾値以上である、または、ダウンリンク品質値が
第1の品質閾値以上である、または、アップリンク品質値が第2の品質閾値以上である場合
には、BBUは、ステップ320において決定された複数の第1のRRUを使用してリソースのスケ
ジューリングを端末に対して行う。
【００７２】
　本発明の本実施形態においては、BBUがステップ330を行う際に、復調がダウンリンクモ
ードにおいてDRSを使用せずに行われている場合には、BBUは、ステップ350およびステッ
プ360を行わなくてもよい、または、BBUは、復調がダウンリンクモードにおいてDRSを使
用せずに行われている場合には、ステップ370を直接行ってもよい、すなわち、復調がダ
ウンリンクモードにおいてDRSを使用せずに行われている場合には、BBUは、複数の第1のR
RUを使用してリソースのスケジューリングを端末に対して行うことに留意されたい。
【００７３】
　前述の実施形態のステップにおいては、端末の干渉強度情報を取得した後に、BBUは、
端末のダウンリンクモードをまず決定していることに留意されたい。復調がダウンリンク
モードにおいてDRSを使用して行われている場合には、BBUは、端末にサービングしている
複数の第1のRRUから選択された1つの第2のRRUを使用してリソースのスケジューリングを
端末に対して行う、または、復調がダウンリンクモードにおいてDRSを使用せずに行われ
ている場合には、BBUは、端末にサービングしている複数の第1のRRUを使用してリソース
のスケジューリングを端末に対して行う。
【００７４】
　あるいは、復調がダウンリンクモードにおいてDRSを使用せずに行われており、アップ
リンク信号強度値、ダウンリンク品質値、またはアップリンク品質値のうちのいずれか1
つが対応する閾値未満である場合には、BBUは、BBUによって制御されるすべてのRRUを使
用してリソースのスケジューリングを端末に対して行う。
【００７５】
　あるいは、復調がダウンリンクモードにおいてDRSを使用せずに行われており、アップ
リンク信号強度値、ダウンリンク品質値、またはアップリンク品質値のうちのいずれか1
つが対応する閾値以上である場合には、BBUは、端末にサービングしている複数の第1のRR
Uを使用してリソースのスケジューリングを端末に対して行う。
【００７６】
　実際の適用においては、端末の干渉強度情報を取得した後に、BBUは、ステップ350をま
ず行い、その後、ステップ330を行ってもよい。すなわち、BBUは、干渉強度情報に含まれ
ている、端末のアップリンク信号強度値、ダウンリンク品質値、またはアップリンク品質
値のうちのいずれか1つを決定する。アップリンク信号強度値、ダウンリンク品質値、ま
たはアップリンク品質値のうちのいずれか1つが対応する閾値未満である場合には、BBUは
、BBUによって制御されるすべてのRRUを使用してリソースのスケジューリングを端末に対
して行う、または、アップリンク信号強度値、ダウンリンク品質値、またはアップリンク
品質値のうちのいずれか1つが対応する閾値以上である場合には、BBUは、端末にサービン
グしている複数の第1のRRUを使用してリソースのスケジューリングを端末に対して行う。
【００７７】
　あるいは、アップリンク信号強度値、ダウンリンク品質値、またはアップリンク品質値
のうちのいずれか1つが対応する閾値以上であり、復調がダウンリンクモードにおいてDRS
を使用して行われている場合には、BBUは、端末にサービングしている複数の第1のRRUか
ら選択された1つの第2のRRUを使用してリソースのスケジューリングを端末に対して行う
。
【００７８】
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　あるいは、アップリンク信号強度値、ダウンリンク品質値、またはアップリンク品質値
のうちのいずれか1つが対応する閾値以上であり、復調がダウンリンクモードにおいてDRS
を使用せずに行われている場合には、BBUは、端末にサービングしている複数の第1のRRU
を使用してリソースのスケジューリングを端末に対して行う。
【００７９】
　本発明の本実施形態においては、例を使用してRRUを決定するための方法を説明してい
るが、実際の適用においてはそれらに限定されるわけではないことは理解できよう。
【００８０】
実施形態3
　上記に対応する形で、本発明の実施形態3は、リモート無線ユニットRRUを決定するため
のデバイスをさらに提供している。デバイスの実施形態の構造を図4に示しており、デバ
イスは、本発明の前述の実施形態1におけるリモート無線ユニットRRUを決定するための方
法を実施するように構成される。デバイスは、第1のユニット410と第2のユニット420とい
ったユニットを含み、
　第1のユニット410は、端末の干渉強度情報を取得するように構成され、干渉強度情報は
、端末のダウンリンクモードを含み、
　第2のユニット420は、復調がダウンリンクモードにおいて専用参照信号DRSを使用して
行われている場合には、第2のRRUを使用してリソースのスケジューリングを端末に対して
行うように構成され、第2のRRUは、端末にサービングしている複数の第1のRRUから選択さ
れる、または、
　第2のユニット420は、復調がダウンリンクモードにおいてDRSを使用せずに行われてい
る場合には、第3のRRUを使用してリソースのスケジューリングを端末に対して行うように
構成され、第3のRRUは、端末のアップリンク信号強度値、端末のダウンリンク品質値、ま
たは端末のアップリンク品質値のうちのいずれか1つに従って決定される。
【００８１】
　必要に応じて、複数の第1のRRUは第2のRRUと他のRRUとを含み、第2のRRUの信号強度値
は他のRRUの信号強度値より大きい。
【００８２】
　必要に応じて、第2のユニット420は、複数の第1のRRUのうちのそれぞれの第1のRRUの信
号強度値を決定し、第1のRRUの信号強度値内の最大値を決定し、最大値に相当する第1のR
RUを第2のRRUとして決定するようにさらに構成される。
【００８３】
　必要に応じて、アップリンク信号強度値が第1の閾値未満である、または、ダウンリン
ク品質値が第2の閾値未満である、または、アップリンク品質値が第3の閾値未満である場
合には、第3のRRUは、デバイスによって制御されるすべてのRRUを含む。
【００８４】
　必要に応じて、アップリンク信号強度値が第1の閾値以上である、または、ダウンリン
ク品質値が第2の閾値以上である、または、アップリンク品質値が第3の閾値以上である場
合には、第3のRRUは、端末にサービングしている複数の第1のRRUを含む。
【００８５】
　必要に応じて、第2のユニット420は、
　アップリンク信号強度値が第1の閾値未満であるかどうかを決定する、または、
　ダウンリンク品質値が第2の閾値未満であるかどうかを決定する、または、
　アップリンク品質値が第3の閾値未満であるかどうかを決定するようにさらに構成され
る。
【００８６】
　必要に応じて、第1のユニットは、端末のロケーション情報を取得するようにさらに構
成され、
　第2のユニット420は、端末のロケーション情報および干渉強度情報に従って、端末にサ
ービングしている複数の第1のRRUを決定するようにさらに構成される。
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【００８７】
　必要に応じて、デバイスは、ベースバンドユニットBBUまたは基地局である。
【００８８】
　したがって、本発明の本実施形態において提供したリモート無線ユニットRRUを決定す
るためのデバイスを適用することによって、デバイスは端末の干渉強度情報を取得してい
る。復調が、専用参照信号DRSを使用して、干渉強度情報に含まれる端末のダウンリンク
モードにおいて行われている場合には、デバイスは、第2のRRUを使用してリソースのスケ
ジューリングを端末に対して行う、ここで、第2のRRUは、端末にサービングしている複数
の第1のRRUからデバイスによって選択される、または、復調がダウンリンクモードにおい
てDRSを使用せずに行われている場合には、デバイスは、第3のRRUを使用してリソースの
スケジューリングを端末に対して行う、ここで、第3のRRUは、端末のアップリンク信号強
度値、ダウンリンク品質値、またはアップリンク品質値のうちのいずれか1つに従ってデ
バイスによって決定される。複数のユーザのサービス量が十分にある場合にはシステムの
スループットロスが深刻になるという、従来技術において使用されるマルチRRUジョイン
ト伝送方式に起因する、問題が解決される。本発明の本実施形態においては、各端末のダ
ウンリンクモードに従った決定を行った後に、デバイスが端末に対するサービングRRUを
決定しているため、より高いユーザパフォーマンス信頼性およびシステム効率を得られ得
るし、リソース利用およびシステムスループットも改善される。
【００８９】
実施形態4
　加えて、本発明の実施形態2において提供したリモート無線ユニットRRUを決定するため
のデバイスは、以下の方式で実施されてもよく、本発明の前述の実施形態1および前述の
実施形態2におけるリモート無線ユニットRRUを決定するための方法を実施するように構成
される。図5に示したように、リモート無線ユニットRRUを決定するためのデバイスは、ネ
ットワークインターフェース510と、プロセッサ520と、メモリ530とを備える。システム
バス540は、ネットワークインターフェース510、プロセッサ520、およびメモリ530を接続
するように構成される。
【００９０】
　ネットワークインターフェース510は、端末およびRRUと双方向通信を行うように構成さ
れる。
【００９１】
　メモリ530は、ハードディスクドライブおよびフラッシュメモリなどの恒久的なメモリ
であってもよく、メモリ530は、アプリケーションプログラムを記憶するように構成され
る、ここで、アプリケーションプログラムは、プロセッサ520がメモリにアクセスして、
　端末の干渉強度情報を取得するステップであって、干渉強度情報は端末のダウンリンク
モードを含む、ステップと、
　復調がダウンリンクモードにおいて専用参照信号DRSを使用して行われている場合には
、第2のRRUを使用してリソースのスケジューリングを端末に対して行うステップであって
、第2のRRUは、端末にサービングしている複数の第1のRRUから選択される、ステップ、ま
たは、復調がダウンリンクモードにおいてDRSを使用せずに行われている場合には、第3の
RRUを使用してリソースのスケジューリングを端末に対して行うステップであって、第3の
RRUは、端末のアップリンク信号強度値、端末のダウンリンク品質値、または端末のアッ
プリンク品質値のうちのいずれか1つに従って決定される、ステップとを含む処理を実行
することができるようにするために使用され得る命令を含む。
【００９２】
　さらに、複数の第1のRRUは第2のRRUと他のRRUとを含み、第2のRRUの信号強度値は他のR
RUの信号強度値より大きい。
【００９３】
　さらに、メモリ530に記憶されているアプリケーションプログラムは、プロセッサ520が
、
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　複数の第1のRRUのうちのそれぞれの第1のRRUの信号強度値を決定し、第1のRRUの信号強
度値内の最大値を決定し、最大値に相当する第1のRRUを第2のRRUとして決定するステップ
を含む処理を実行することができるようにするために使用され得る命令をさらに含む。
【００９４】
　さらに、アップリンク信号強度値が第1の閾値未満である、または、ダウンリンク品質
値が第2の閾値未満である、または、アップリンク品質値が第3の閾値未満である場合には
、第3のRRUは、デバイスによって制御されるすべてのRRUを含む。
【００９５】
　さらに、アップリンク信号強度値が第1の閾値以上である、または、ダウンリンク品質
値が第2の閾値以上である、または、アップリンク品質値が第3の閾値以上である場合には
、第3のRRUは、端末にサービングしている複数の第1のRRUを含む。
【００９６】
　さらに、メモリ530に記憶されているアプリケーションプログラムは、プロセッサ520が
、
　アップリンク信号強度値が第1の閾値未満であるかどうかを決定するステップ、または
、
　ダウンリンク品質値が第2の閾値未満であるかどうかを決定するステップ、または、
　アップリンク品質値が第3の閾値未満であるかどうかを決定するステップを含む処理を
実行することができるようにするために使用され得る命令をさらに含む。
【００９７】
　さらに、メモリ530に記憶されているアプリケーションプログラムは、プロセッサ520が
、
　端末のロケーション情報を取得して、端末のロケーション情報および干渉強度情報に従
って、端末にサービングしている複数の第1のRRUを決定するステップを含む処理を実行す
ることができるようにするために使用され得る命令をさらに含む。
【００９８】
　さらに、デバイスは、ベースバンドユニットBBUまたは基地局である。
【００９９】
　したがって、本発明の本実施形態において提供したリモート無線ユニットRRUを決定す
るためのデバイスを適用することによって、デバイスは端末の干渉強度情報を取得してい
る。復調が、専用参照信号DRSを使用して、干渉強度情報に含まれる端末のダウンリンク
モードにおいて行われている場合には、デバイスは、第2のRRUを使用してリソースのスケ
ジューリングを端末に対して行う、ここで、第2のRRUは、端末にサービングしている複数
の第1のRRUからデバイスによって選択される、または、復調がダウンリンクモードにおい
てDRSを使用せずに行われている場合には、デバイスは、第3のRRUを使用してリソースの
スケジューリングを端末に対して行う、ここで、第3のRRUは、端末のアップリンク信号強
度値、ダウンリンク品質値、またはアップリンク品質値のうちのいずれか1つに従ってデ
バイスによって決定される。複数のユーザのサービス量が十分にある場合にはシステムの
スループットロスが深刻になるという、従来技術において使用されるマルチRRUジョイン
ト伝送方式に起因する、問題が解決される。本発明の本実施形態においては、各端末のダ
ウンリンクモードに従った決定を行った後に、デバイスが端末に対するサービングRRUを
決定しているため、より高いユーザパフォーマンス信頼性およびシステム効率を得られ得
るし、リソース利用およびシステムスループットも改善される。
【０１００】
　本明細書において開示した実施形態において説明した例を組み合わせて、ユニットおよ
びアルゴリズムのステップを電子ハードウェア、コンピュータソフトウェア、またはその
組合せによって実装してもよいことに、当業者はさらに気づかれよう。ハードウェアとソ
フトウェアとの間の互換性を明確に説明するために、上記では、一般的に機能に従って各
例の構成およびステップを説明してきた。機能がハードウェアによってまたはソフトウェ
アによって行われるかは、技術的解決手法の具体的な適用および設計制約条件に依存する
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。当業者は、具体的な適用の各々に対して説明した機能を実施するために異なる方法を使
用してもよいが、その実施形態が本発明の範囲を逸脱するものとして考えるべきではない
。
【０１０１】
　本明細書において開示した実施形態において説明した方法またはアルゴリズムのステッ
プは、ハードウェア、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュール、またはそ
の組合せによって実施され得る。ソフトウェアモジュールは、ランダムアクセスメモリ(R
AM)、メモリ、リードオンリーメモリ(ROM)、電気的プログラマブルROM、電気的消去可能
プログラマブルROM、レジスタ、ハードディスク、リムーバブルディスク、CD-ROM、また
は従来技術において既知となっている任意の他の形式の記憶媒体に存在し得る。
【０１０２】
　前述の特定の実施様態において、本発明の目的、技術的解決手法、および利益を詳細に
さらに説明している。前述の説明は、本発明の特定の実施様態にすぎず、本発明の保護範
囲を限定することを意図していないことを理解されたい。本発明の精神および原理を逸脱
することなくなされた任意の修正、均等物との置換、または改良は、本発明の保護範囲に
含まれるものとする。
【符号の説明】
【０１０３】
　　410　第1のユニット
　　420　第2のユニット
　　510　ネットワークインターフェース
　　520　プロセッサ
　　530　メモリ
　　540　システムバス

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】

【手続補正書】
【提出日】平成28年12月28日(2016.12.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　リモート無線ユニット(RRU)を決定するための方法であって、前記方法は、
　ベースバンドユニット(BBU)によって、端末の干渉強度情報を取得するステップであっ
て、前記干渉強度情報は前記端末のダウンリンクモードを含む、ステップを含み、
　前記方法は、
　復調が前記ダウンリンクモードにおいて専用参照信号(DRS)を使用して行われている場
合には、前記BBUによって、第2のRRUを使用してリソースのスケジューリングを前記端末
に対して行うステップであって、前記第2のRRUは、前記端末にサービングしている複数の
第1のRRUから前記BBUによって選択される、ステップ、または、復調が前記ダウンリンク
モードにおいてDRSを使用せずに行われている場合には、前記BBUによって、第3のRRUを使
用してリソースのスケジューリングを前記端末に対して行うステップであって、前記第3
のRRUは、前記端末のアップリンク信号強度値、前記端末のダウンリンク品質値、または
前記端末のアップリンク品質値のうちのいずれか1つに従って前記BBUによって決定される
、ステップをさらに含む、方法。
【請求項２】
　前記複数の第1のRRUは前記第2のRRUと他のRRUとを含み、前記第2のRRUの信号強度値は
前記他のRRUの信号強度値より大きい、請求項1に記載の方法。



(18) JP 2017-521005 A 2017.7.27

【請求項３】
　前記アップリンク信号強度値が第1の閾値未満である、または、前記ダウンリンク品質
値が第2の閾値未満である、または、前記アップリンク品質値が第3の閾値未満である場合
には、前記第3のRRUは、前記BBUによって制御されるすべてのRRUを含む、請求項1に記載
の方法。
【請求項４】
　前記アップリンク信号強度値が第1の閾値以上である、または、前記ダウンリンク品質
値が第2の閾値以上である、または、前記アップリンク品質値が第3の閾値以上である場合
には、前記第3のRRUは、前記端末にサービングしている前記複数の第1のRRUを含む、請求
項1に記載の方法。
【請求項５】
　前記方法は、
　前記BBUによって、前記アップリンク信号強度値が前記第1の閾値未満であるかどうかを
決定するステップ、または、
　前記BBUによって、前記ダウンリンク品質値が前記第2の閾値未満であるかどうかを決定
するステップ、または、
　前記BBUによって、前記アップリンク品質値が前記第3の閾値未満であるかどうかを決定
するステップをさらに含む、請求項3または4に記載の方法。
【請求項６】
　前記方法は、
　前記BBUによって、前記端末のロケーション情報を取得して、前記端末の前記ロケーシ
ョン情報および前記干渉強度情報に従って、前記端末にサービングしている前記複数の第
1のRRUを決定するステップをさらに含む、請求項1から5のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　第1のユニットと第2のユニットとを備える、リモート無線ユニット(RRU)を決定するた
めのデバイスであって、
　前記第1のユニットは、端末の干渉強度情報を取得するように構成され、前記干渉強度
情報は、前記端末のダウンリンクモードを含み、
　前記第2のユニットは、復調が前記ダウンリンクモードにおいて専用参照信号(DRS)を使
用して行われている場合には、第2のRRUを使用してリソースのスケジューリングを前記端
末に対して行うように構成され、前記第2のRRUは、前記端末にサービングしている複数の
第1のRRUから選択される、または、
　前記第2のユニットは、復調が前記ダウンリンクモードにおいてDRSを使用せずに行われ
ている場合には、第3のRRUを使用してリソースのスケジューリングを前記端末に対して行
うように構成され、前記第3のRRUは、前記端末のアップリンク信号強度値、前記端末のダ
ウンリンク品質値、または前記端末のアップリンク品質値のうちのいずれか1つに従って
決定される、デバイス。
【請求項８】
　前記複数の第1のRRUは前記第2のRRUと他のRRUとを含み、前記第2のRRUの信号強度値は
前記他のRRUの信号強度値より大きい、請求項7に記載のデバイス。
【請求項９】
　前記第2のユニットは、前記複数の第1のRRUのうちのそれぞれの第1のRRUの信号強度値
を決定し、前記第1のRRUの前記信号強度値内の最大値を決定し、前記最大値に相当する第
1のRRUを前記第2のRRUとして決定するようにさらに構成される、請求項8に記載のデバイ
ス。
【請求項１０】
　前記アップリンク信号強度値が第1の閾値未満である、または、前記ダウンリンク品質
値が第2の閾値未満である、または、前記アップリンク品質値が第3の閾値未満である場合
には、前記第3のRRUは、前記デバイスによって制御されるすべてのRRUを含む、請求項7に
記載のデバイス。
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【請求項１１】
　前記アップリンク信号強度値が第1の閾値以上である、または、前記ダウンリンク品質
値が第2の閾値以上である、または、前記アップリンク品質値が第3の閾値以上である場合
には、前記第3のRRUは、前記端末にサービングしている前記複数の第1のRRUを含む、請求
項7に記載のデバイス。
【請求項１２】
　前記第2のユニットは、
　前記アップリンク信号強度値が前記第1の閾値未満であるかどうかを決定する、または
、
　前記ダウンリンク品質値が前記第2の閾値未満であるかどうかを決定する、または、
　前記アップリンク品質値が前記第3の閾値未満であるかどうかを決定するようにさらに
構成される、請求項10または11に記載のデバイス。
【請求項１３】
　前記第1のユニットは、前記端末のロケーション情報を取得するようにさらに構成され
、
　前記第2のユニットは、前記端末の前記ロケーション情報および前記干渉強度情報に従
って、前記端末にサービングしている前記複数の第1のRRUを決定するようにさらに構成さ
れる、請求項7から12のいずれか一項に記載のデバイス。
【請求項１４】
　前記デバイスは、ベースバンドユニットBBUである、請求項7から13のいずれか一項に記
載のデバイス。
【請求項１５】
　そこに記憶されたプログラムを有するコンピュータ可読記憶媒体であって、前記プログ
ラムは、請求項1から6のいずれか一項に記載の方法をコンピュータに実行させる、コンピ
ュータ可読記憶媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００２】
　本発明は、通信分野に関し、詳細には、リモート無線ユニット(RRU)を決定するための
方法およびデバイスに関する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００３】
　現在、単一周波数ネットワーキング動作方式がロング・ターム・エボリューション(Lon
g Term Evolution、略して、LTE)システムにおいて広く使用されているため、セル間の干
渉が極めて深刻となっている。特に、基地局密度の高いネットワークにおいては、干渉が
とりわけはっきり見てとれる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　第1の態様に従って、本発明の実施形態は、リモート無線ユニット(RRU)を決定するため
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の方法を提供しており、方法は、
　ベースバンドユニット(BBU)によって、端末の干渉強度情報を取得するステップであっ
て、干渉強度情報は端末のダウンリンクモードを含む、ステップを含み、
　方法は、
　復調がダウンリンクモードにおいて専用参照信号(DRS)を使用して行われている場合に
は、BBUによって、第2のRRUを使用してリソースのスケジューリングを端末に対して行う
ステップであって、第2のRRUは、端末にサービングしている複数の第1のRRUからBBUによ
って選択される、ステップ、または、復調がダウンリンクモードにおいてDRSを使用せず
に行われている場合には、BBUによって、第3のRRUを使用してリソースのスケジューリン
グを端末に対して行うステップであって、第3のRRUは、端末のアップリンク信号強度値、
端末のダウンリンク品質値、または端末のアップリンク品質値のうちのいずれか1つに従
ってBBUによって決定される、ステップをさらに含む。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　第2の態様に従って、本発明の実施形態は、第1のユニットと第2のユニットとを備える
、リモート無線ユニットを決定するためのデバイスを提供しており、
　第1のユニットは、端末の干渉強度情報を取得するように構成され、干渉強度情報は、
端末のダウンリンクモードを含み、
　第2のユニットは、復調がダウンリンクモードにおいて専用参照信号(DRS)を使用して行
われている場合には、第2のRRUを使用してリソースのスケジューリングを端末に対して行
うように構成され、第2のRRUは、端末にサービングしている複数の第1のRRUから選択され
る、または、
　第2のユニットは、復調がダウンリンクモードにおいてDRSを使用せずに行われている場
合には、第3のRRUを使用してリソースのスケジューリングを端末に対して行うように構成
され、第3のRRUは、端末のアップリンク信号強度値、端末のダウンリンク品質値、または
端末のアップリンク品質値のうちのいずれか1つに従って決定される。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　したがって、本発明の実施形態において提供したリモート無線ユニット(RRU)を決定す
るための方法およびデバイスを適用することによって、BBUは端末の干渉強度情報を取得
している。復調が、専用参照信号(DRS)を使用して、干渉強度情報に含まれる端末のダウ
ンリンクモードにおいて行われている場合には、BBUは、第2のRRUを使用してリソースの
スケジューリングを端末に対して行う、ここで、第2のRRUは、端末にサービングしている
複数の第1のRRUからBBUによって選択される、または、復調がダウンリンクモードにおい
てDRSを使用せずに行われている場合には、BBUは、第3のRRUを使用してリソースのスケジ
ューリングを端末に対して行う、ここで、第3のRRUは、端末のアップリンク信号強度値、
ダウンリンク品質値、またはアップリンク品質値のうちのいずれか1つに従ってBBUによっ
て決定される。複数のユーザのサービス量が十分にある場合にはシステムのスループット
ロスが深刻になるという、従来技術において使用されるマルチRRUジョイント伝送方式に
起因する、問題が解決される。本発明の実施形態においては、各端末のダウンリンクモー
ドに従った決定を行った後に、BBUが端末に対するサービングRRUを決定しているため、よ
り高いユーザパフォーマンス信頼性およびシステム効率を得られ得るし、リソース利用お
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よびシステムスループットも改善される。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
実施形態1
　以下では、本発明の実施形態1において提供したリモート無線ユニット(RRU)を決定する
ための方法を、例として図2を使用して詳細に、説明している。図2は、本発明の実施形態
1による、リモート無線ユニット(RRU)を決定するための方法のフローチャートである。実
際のネットワーク処理においては、基地局は、BBUとBBUに接続されている複数のRRUとを
備える。本発明の本実施形態においては、方法は、基地局内のBBUまたは基地局によって
実行される。以下では、BBUがそのような方法を実行している例を使用して説明を提供し
ている。図2に示したように、本実施形態は、以下のステップを特に含む。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
　ステップ210: ベースバンドユニット(BBU)が端末の干渉強度情報を取得する、ここで、
干渉強度情報は端末のダウンリンクモードを含む。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３０】
　ステップ220: 復調がダウンリンクモードにおいて専用参照信号(DRS)を使用して行われ
ているかどうかに従って第2のRRUまたは第3のRRUを決定して、第2のRRUまたは第3のRRUを
使用してリソースのスケジューリングを端末に対して行う。例えば、復調がダウンリンク
モードにおいて専用参照信号(DRS)を使用して行われている場合には、BBUは、第2のRRUを
使用してリソースのスケジューリングを端末に対して行う、ここで、第2のRRUは、端末に
サービングしている複数の第1のRRUからBBUによって選択される、または、復調がダウン
リンクモードにおいてDRSを使用せずに行われている場合には、BBUは、第3のRRUを使用し
てリソースのスケジューリングを端末に対して行う、ここで、第3のRRUは、端末のアップ
リンク信号強度値、端末のダウンリンク品質値、または端末のアップリンク品質値のうち
のいずれか1つに従ってBBUによって決定される。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４８】
　したがって、本発明の本実施形態において提供したリモート無線ユニット(RRU)を決定
するための方法を適用することによって、BBUは端末の干渉強度情報を取得している。復
調が、専用参照信号(DRS)を使用して、干渉強度情報に含まれる端末のダウンリンクモー
ドにおいて行われている場合には、BBUは、第2のRRUを使用してリソースのスケジューリ
ングを端末に対して行う、ここで、第2のRRUは、端末にサービングしている複数の第1のR
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RUからBBUによって選択される、または、復調がダウンリンクモードにおいてDRSを使用せ
ずに行われている場合には、BBUは、第3のRRUを使用してリソースのスケジューリングを
端末に対して行う、ここで、第3のRRUは、端末のアップリンク信号強度値、ダウンリンク
品質値、またはアップリンク品質値のうちのいずれか1つに従ってBBUによって決定される
。複数のユーザのサービス量が十分にある場合にはシステムのスループットロスが深刻に
なるという、従来技術において使用されるマルチRRUジョイント伝送方式に起因する、問
題が解決される。本発明の本実施形態においては、各端末のダウンリンクモードに従った
決定を行った後に、BBUが端末に対するサービングRRUを決定しているため、より高いユー
ザパフォーマンス信頼性およびシステム効率を得られ得るし、リソース利用およびシステ
ムスループットも改善される。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５１】
　以下では、本発明の実施形態2において提供したリモート無線ユニット(RRU)を決定する
ための方法を、例として図3を使用して詳細に、説明している。図3は、本発明の実施形態
2による、リモート無線ユニット(RRU)を決定するための方法のフローチャートである。実
際のネットワーク処理においては、基地局は、BBUとBBUに接続されている複数のRRUとを
備える。本発明の本実施形態においては、方法は、基地局内のBBUまたは基地局によって
実行される。以下では、BBUがそのような方法を実行している例を使用して説明を提供し
ている。図3に示したように、本実施形態は、以下のステップを特に含む。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５２】
　ステップ310: ベースバンドユニット(BBU)が端末のロケーション情報および干渉強度情
報を取得する、ここで、干渉強度情報は端末のダウンリンクモードを含む。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５８】
　ステップ330: BBUが、復調がダウンリンクモードにおいて専用参照信号(DRS)を使用し
て行われているかどうかを決定する。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８０】
実施形態3
　上記に対応する形で、本発明の実施形態3は、リモート無線ユニット(RRU)を決定するた
めのデバイスをさらに提供している。デバイスの実施形態の構造を図4に示しており、デ
バイスは、本発明の前述の実施形態1におけるリモート無線ユニット(RRU)を決定するため
の方法を実施するように構成される。デバイスは、第1のユニット410と第2のユニット420
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といったユニットを含み、
　第1のユニット410は、端末の干渉強度情報を取得するように構成され、干渉強度情報は
、端末のダウンリンクモードを含み、
　第2のユニット420は、復調がダウンリンクモードにおいて専用参照信号(DRS)を使用し
て行われている場合には、第2のRRUを使用してリソースのスケジューリングを端末に対し
て行うように構成され、第2のRRUは、端末にサービングしている複数の第1のRRUから選択
される、または、
　第2のユニット420は、復調がダウンリンクモードにおいてDRSを使用せずに行われてい
る場合には、第3のRRUを使用してリソースのスケジューリングを端末に対して行うように
構成され、第3のRRUは、端末のアップリンク信号強度値、端末のダウンリンク品質値、ま
たは端末のアップリンク品質値のうちのいずれか1つに従って決定される。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８７】
　必要に応じて、デバイスは、ベースバンドユニット(BBU)または基地局である。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８８】
　したがって、本発明の本実施形態において提供したリモート無線ユニット(RRU)を決定
するためのデバイスを適用することによって、デバイスは端末の干渉強度情報を取得して
いる。復調が、専用参照信号(DRS)を使用して、干渉強度情報に含まれる端末のダウンリ
ンクモードにおいて行われている場合には、デバイスは、第2のRRUを使用してリソースの
スケジューリングを端末に対して行う、ここで、第2のRRUは、端末にサービングしている
複数の第1のRRUからデバイスによって選択される、または、復調がダウンリンクモードに
おいてDRSを使用せずに行われている場合には、デバイスは、第3のRRUを使用してリソー
スのスケジューリングを端末に対して行う、ここで、第3のRRUは、端末のアップリンク信
号強度値、ダウンリンク品質値、またはアップリンク品質値のうちのいずれか1つに従っ
てデバイスによって決定される。複数のユーザのサービス量が十分にある場合にはシステ
ムのスループットロスが深刻になるという、従来技術において使用されるマルチRRUジョ
イント伝送方式に起因する、問題が解決される。本発明の本実施形態においては、各端末
のダウンリンクモードに従った決定を行った後に、デバイスが端末に対するサービングRR
Uを決定しているため、より高いユーザパフォーマンス信頼性およびシステム効率を得ら
れ得るし、リソース利用およびシステムスループットも改善される。
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８９】
実施形態4
　加えて、本発明の実施形態3において提供したリモート無線ユニット(RRU)を決定するた
めのデバイスは、以下の方式で実施されてもよく、本発明の前述の実施形態1および前述
の実施形態2におけるリモート無線ユニット(RRU)を決定するための方法を実施するように
構成される。図5に示したように、リモート無線ユニット(RRU)を決定するためのデバイス
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は、ネットワークインターフェース510と、プロセッサ520と、メモリ530とを備える。シ
ステムバス540は、ネットワークインターフェース510、プロセッサ520、およびメモリ530
を接続するように構成される。
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９１】
　メモリ530は、ハードディスクドライブおよびフラッシュメモリなどの恒久的なメモリ
であってもよく、メモリ530は、アプリケーションプログラムを記憶するように構成され
る、ここで、アプリケーションプログラムは、プロセッサ520がメモリにアクセスして、
　端末の干渉強度情報を取得するステップであって、干渉強度情報は端末のダウンリンク
モードを含む、ステップと、
　復調がダウンリンクモードにおいて専用参照信号(DRS)を使用して行われている場合に
は、第2のRRUを使用してリソースのスケジューリングを端末に対して行うステップであっ
て、第2のRRUは、端末にサービングしている複数の第1のRRUから選択される、ステップ、
または、復調がダウンリンクモードにおいてDRSを使用せずに行われている場合には、第3
のRRUを使用してリソースのスケジューリングを端末に対して行うステップであって、第3
のRRUは、端末のアップリンク信号強度値、端末のダウンリンク品質値、または端末のア
ップリンク品質値のうちのいずれか1つに従って決定される、ステップとを含む処理を実
行することができるようにするために使用され得る命令を含む。
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９８】
　さらに、デバイスは、ベースバンドユニット(BBU)または基地局である。
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９９】
　したがって、本発明の本実施形態において提供したリモート無線ユニット(RRU)を決定
するためのデバイスを適用することによって、デバイスは端末の干渉強度情報を取得して
いる。復調が、専用参照信号(DRS)を使用して、干渉強度情報に含まれる端末のダウンリ
ンクモードにおいて行われている場合には、デバイスは、第2のRRUを使用してリソースの
スケジューリングを端末に対して行う、ここで、第2のRRUは、端末にサービングしている
複数の第1のRRUからデバイスによって選択される、または、復調がダウンリンクモードに
おいてDRSを使用せずに行われている場合には、デバイスは、第3のRRUを使用してリソー
スのスケジューリングを端末に対して行う、ここで、第3のRRUは、端末のアップリンク信
号強度値、ダウンリンク品質値、またはアップリンク品質値のうちのいずれか1つに従っ
てデバイスによって決定される。複数のユーザのサービス量が十分にある場合にはシステ
ムのスループットロスが深刻になるという、従来技術において使用されるマルチRRUジョ
イント伝送方式に起因する、問題が解決される。本発明の本実施形態においては、各端末
のダウンリンクモードに従った決定を行った後に、デバイスが端末に対するサービングRR
Uを決定しているため、より高いユーザパフォーマンス信頼性およびシステム効率を得ら
れ得るし、リソース利用およびシステムスループットも改善される。
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